
茨城県歯科技工士会生涯研修会開催案内 
本年度の本会学術委員会として生涯研修会を開催致します。演者は、本県茨城県笠間市出身であり国内外で

の講演で活躍しています枝川智之氏を招へいし、デジタルを活用した審美歯科や現行のラボの運営などを中心

に講演して頂く運びです。多くの関係者で沢山の情報を共有し、今後の歯科技工ライフに生かしていきたいと

考えています。是非、予定して頂き多くの参加をお願い致します。【自由研修課程】 

日時 ２０２４年１２月１日（日）１３時開演 17 時終演（１２時３０分受付開始） 

場所 水戸市市民会館 ３０１号室 （会場に車でお越しの際、駐車料金は有料になります） 

水戸市泉町１丁目７番１号 ☏０２９－３０３－６２２６ 

演者 枝川智之（千葉県歯科技工士会・東葛北支部所属）  

  

演題 デジタルと技術の融合を目指した考え方 

 『抄録』 近年では、デジタルの進化により CAD/CAM を活用することで、ある程度の工程を効率よ く品質を

安定させることが出来るようになりました。 しかし、デジタル技工が全ての工程で満足出来るクオリティには

至らず、臨床の経験値や 技術力、また材料に対する知識が必要とされています。 デジタル機器を活用し生産性

を上げるには、機器の特性を把握して適切に活用することが 重要である一方、扱う側の時間の無駄を省くこと

や、スタッフ間の連携を強化することで かなりの効率化になると考え「効率よく働く考え方」や、「スタッフの

教育と育成」を考 えたシステムを構築することが生産性向上になるのではないでしょうか。 デジタルを活用す

る上で大切なことの一つは、天然歯の形態や色調をよく理解し学ぶ必要 があり、私がこの知識と技術力を身に

つけることができた一つの要因は、山本眞先生、西村好美先生との出会いがあります。 2000 年に Pasha Dental 

Laboratory を開業後の 2005 年に西村好美先生が主幹されている 「にしむら塾」を受講したことで、天然歯の

色調形態や伵合など、技術的なことからラボ の経営者として、また一人の人間としての在り方、考え方など多

くを学ばさせていただき ました。 2006 年には山本眞氏が審査委員長を勤めた「The Next Generation Ceramics 

Technical contest」の入賞を機に松風インストラクターとなり、その後 2014 年に松風アドバイザー 就任に至り

【演者紹介】 

１９７０年 茨城県生 

１９９１年 茨城歯科専門学校卒業  

１９９２年 早稲田トレーニングセンター卒業   

１９９２年 同校インストラクター入社  

１９９８年 中田デンタルセンター テクカルアドバイザーとし

て入社  

２０００年 有限会社 PASHAデンタルラボラトリー 開業  

２００６年 松風インストラクター就任  

２００７年 にしむら塾３期生 卒業  

２００８年 ＭＣＳ非常勤講師 就任  

２０１５年 松風アドバイザー 就任  

２０１６年 デンタルアカデミー東京 非常勤講師 就任 

 



ました。 松風インストラクターに就任したことにより、材料やシェードシステムなどの知識を深め ることで、

臨床が大きく変わり、影響があり特に、山本眞先生が考案された「ヴィンテー ジ アート ユニバーサル 山本リ

キッド（以下、山本リキッド）」の活用があります。 従来のステイン液では、屈折率 1.42 と陶材の屈折率 1.50

の違いからステインの焼成前と焼 成後ではステインの色が違う問題がありました。 陶材の主成分である基材ガ

ラスと同じ屈折率 1.50 に設計された山本リキッドと VINTAGE Art Universal stain を使うことの恩恵は、塗布

の段階で焼成後の色調を確認しながら工程を 進められ、CAD/CAM で制作されたモノリシックジルコニアにス

テインをする作業など、 特に山本リキッドの活用が有効となります。 前歯部審美エリアの補綴制作では、モノ

リシックにステインで仕上げる方法の他に、舌側 切縁までジルコニアを残し唇側のみカットバックをして薄く

レイヤリングする、ライトレ イヤリングタイプといった方法も臨床では多く用いられています。 本講演では、

山本リキットの具体的なステイン法や、多数歯審美補綴のケースでは、顔貌 から歯牙のポジションを決定し、

3D データの重ね合わせで得られた情報から、適切なジ ルコニアを選択をし、ライトレイヤリングによる薄い

レイヤリングスペースにおいても山 本リキッドを使ったステイン法と同様の考え方や手法を活かすことで、制

作の工程はシン プルで完成時は、複雑で深みのある天然歯のようなセラミックスの表現手法を分かりやす くお

伝えしたいと思います。 今回の講演ではデジタル・経営・教育の分野を通して成果を変えるための「思考の習

慣」 を考え、将来の vision を見据える機会になればと思っています。 

近年では、デジタルの進化により CAD/CAM を活用することで、ある程度の工程を効率よく品質を安定させる

ことが出来るようになりました。 しかし、デジタル技工が全ての工程で満足出来るクオリティには至らず、臨

床の経験値や 技術力、また材料に対する知識が必要とされています。 デジタル機器を活用し生産性を上げるに

は、機器の特性を把握して適切に活用することが 重要である一方、扱う側の時間の無駄を省くことや、スタッ

フ間の連携を強化することで かなりの効率化になると考え「効率よく働く考え方」や、「スタッフの教育と育成」

を考 えたシステムを構築することが生産性向上になるのではないでしょうか。今回の講演ではデジタル・経

営・教育の分野を通して成果を変えるための「思考の習慣」 を考え、将来の vision を見据える機会になればと

思っています。                                       以上 

参加費（資料代） 茨城県歯科技工士会会員及び日本歯科技工士会会員・専門学生・・・１０００円 

         非会員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０００円 

参加申し込み  茨城県歯科技工士会事務所（月/木曜日お昼のみ）や茨城県歯科技工士会ホームページ「問い

合わせフォーム」より申し込み下さい。不明な点等に関しては生涯研修担当長山（０２９５

－５３－５１５５デプラボ内）まで。 

締め切り    １１月２０日（水） 

前夜懇親会   受講申し込みの方々で前日の１１月３０日（土）１９時より演者枝川氏を囲んでの懇親会を

開催予定したく思います。場所は水戸市内で会費６０００円ほど。参加希望の申し込み後に

企画の通知を致します。 

 

 

茨城県歯科技工士会ホームページ QR コード申し込み →→→→→→ 

 

 


